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Ⅰ 教育委員会の事務の点検・評価制度の概要 

１ 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施について 

平成 18 年 12 月の教育基本法の改正と平成 19 年 3 月の中央教育審議会の答申等を踏まえ、平成   

19 年 6 月に地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行政法」という。）が改正され、

「教育委員会の責任体制の明確化」を目的として、また、その後の改正により現在は同法第 26 条に  

「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等」が規定されています。 

 

〇改正教育基本法（抄） 

（教育振興基本計画） 

第 17 条 政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、教育の振興に関する施策に

ついての基本的な方針及び構ずべき施策その他必要な事項について、基本的な計画を定め、これを国会に報告

するとともに、公表しなければならない。 

２ 地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体における教育の振興のた

めの施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければならない。 

 

〇地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第 26 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第 1 項の規定により教育長に委任された事務その

他教育長の権限に属する事務（同条第 4 項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）

の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出す

るとともに、公表しなければならない。  

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図

るものとする。 

 

 

２ 珠洲市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 

珠洲市教育委員会では、地教行政法の規定に沿って、令和4年度中における事務の管理及び執行の

状況について、点検及び評価を行います。 

 

(1) 点検及び評価の目的 

   点検・評価は、住民に対する行政の説明責任を果たすことによって教育行政に対する市民理

解と信頼性の向上を図るとともに、今後重点化を図らなければならない分野を明確にすること

によって、市民が求める質の高い教育を提供していくことを目的としています。 

 

(2) 点検及び評価の対象 

  ① 対象期間 

    令和4年度（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで） 

  ② 対象事務 

    地教行政法に規定されている教育委員会の権限に属する事務（市長部局において補助執行

している事務を含む。）及び市長の権限に属する事務のうち教育委員会事務局において補助

執行している事務 
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(3) 点検及び評価の実施方法 

   令和2年3月に改訂された「珠洲市まちづくり総合指針」（令和2年度～令和6年度）の５つの  

指針に掲げる17の方向性と55の施策及び平成28年5月に策定した「教育の振興に関する施策の

大綱」と平成30年度に策定した「第2期珠洲市教育振興基本計画」と関連付け、その施策を構成

する事務事業ごとに、令和4年度中の活動状況を点検し、これを評価する方法により実施しま

す。 

   点検・評価の手順は、次のとおりです。 

 

 一次評価 事務局担当課による評価  

↓ 

 学識経験者の知見の活用 教育行政評価委員会を設置し意見聴取  

↓ 

 最終評価 外部意見を取り入れ、教育委員会における最終評価  

↓ 

 議会への報告書の提出・公表  

 

 

（4） 教育に関し学識経験を有する者の知見の活用について 

   点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する方々からご意見をいただ

くため、「教育行政評価委員会」を設置し、委員から様々な意見をいただきます。 

   委員の構成は、次のとおりです。 

・ 学識経験者 2名（珠洲市文化協会会長・珠洲市校長会会長） 

・ 保護者代表 1名（珠洲市ＰＴＡ連合会会長） 

・ スポーツ関係団体の代表 1名（珠洲市スポーツ協会会長） 

・ 社会教育関係の代表 1名 （珠洲市社会教育委員）  計 5名 

 

〇珠洲市教育行政評価委員会設置要綱（抄） 

（設置） 

第 1 条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条の規定に基づき、珠洲市教育委員会（以下「教育委員

会」という。）の権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行うため、珠洲市教育行政

評価委員会（以下「評価委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第 2 条 評価委員会は、教育委員会の求めに応じ、次に掲げる事項について意見を述べるものとする。 

 (1) 教育委員会の権限に属する事務の点検に関すること。 

 (2) 教育委員会の権限に関する事務の評価に関すること。 

 (3) その他、教育委員会の点検及び評価に関し必要と認めること。 

（組織） 

第 3 条 評価委員会は、5 人以内で組織し、教育委員会が委嘱する。 

（会議） 

第 6 条 評価委員会の会議は、教育委員会教育長が招集する。 

2 評価委員会は、委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。 

3 評価委員会において必要と認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができ

る。 

4 会議は公開とする。ただし、委員会の決定があったときは、非公開とすることができる。 
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Ⅱ 教育委員会の活動状況 

１ 教育委員会委員名簿（令和5年3月31日現在） 

  平成26年度の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」の一部改正により、

教育委員長と教育長が一本化され、教育委員長の職が廃止となり、本市では平成 27 年 4 月 1 日に規則等

が施行、平成 27 年 10 月 1 日より教育長、教育長職務代理者として施行されております。 

  また、同時に、平成 27 年度より珠洲市総合教育会議も発足し、開催されております。 

役職 氏名 任期 

教 育 長 吉木
よ し き

 充
みつ

弘
ひろ

 令和 3 年 10 月 1 日 ～ 令和 6 年 9 月 30 日…1 期目 

教育長職務代理者 葛 原
かつらはら

 秀史
ひでふみ

 令和元年 10 月 1 日 ～ 令和 5 年 9 月 30 日…1 期目 

委  員 赤坂
あかさか

 敏
とし

昭
あき

 令和 2 年 10 月 1 日 ～ 令和 6 年 9 月 30 日…1 期目 

委  員 大句
だ い く

 哲
てつ

正
しょう

 令和 3 年 10 月 1 日 ～ 令和 7 年 9 月 30 日…2 期目 

委  員 濱
はま

  育代
い く よ

 平成 30 年 10 月 1 日～ 令和 8 年 9 月 30 日…2 期目 

 

２ 珠洲市総合教育会議の開催状況 

期日 場所 付議案件・協議事項等 

令和 4 年度第 1 回 

総合教育会議 

(令和 4 年 8 月 19 日） 

市庁舎 3 階会議室 (1)不登校児童･生徒の受け入れについて 

(2)小規模特認校の設置について 

令和 4 年度第 2 回 

総合教育会議 

(令和 5 年 2 月 17 日） 

市庁舎 4 階会議室  行政組織の再編に伴う文化財保護等事務の

市長部局への移行について 

 

３ 教育委員会会議の開催状況 

期日 場所 付議案件・協議事項等 

令和 4 年第 4 回 

教育委員会定例会 

(令和 4 年 4 月 22 日） 

市庁舎 5 階会議室 《議決案件》 

・珠洲市社会教育委員の委嘱について 

・珠洲市スポーツ推進委員の委嘱について 

・珠洲市民図書館協議会委員の委嘱について 

《報告案件》 

 ・珠洲市立公民館長の任命について 

 ・令和 4 年度生涯学習推進委員の委嘱について 

《その他》 

 ・令和 4 年度事務局体制について 

・石川県教育委員会教育長の異動について 

 ・令和 4 年度石川県教委連定期総会について 

 ・中学校卒業後の進路状況について 

 ・珠洲市立小中学校の勤務時間について 

 ・令和 4 年度珠洲市補助金等事業一覧について 
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期日 場所 付議案件・協議事項等 

令和 4 年第 5 回 

教育委員会定例会 

(令和 4 年 5 月 26 日） 

市庁舎 4 階会議室 《報告案件》 

 ・令和 4 年度学校評議員の委嘱について 

 ・珠洲市いじめ防止等対策委員会委員の委嘱に 

ついて 

 ・珠洲市教育支援委員会委員の委嘱について 

《その他》 

 ・トライアスロン大会等について 

 ・スズ･シアター･ミュージアムについて 

 ・旅するキャンパス（長期滞在型体験学習）に 

ついて 

令和 4 年第 6 回 

教育委員会定例会 

(令和 4 年 6 月 28 日） 

市庁舎 4 階会議室 《報告案件》 

 ・珠洲市奨学生選考委員会委員の委嘱について 

 ・令和 4 年度珠洲市青少年育成センター運営協

議会委員及び育成員の委嘱について 

《その他》 

 ・教育委員会セミナーについて 

 ・令和 4 年度市町村教育長･教育委員研究協議会 

について 

 ・学校訪問(正院小学校)について 

 ・成人式の名称について 

 ・学校給食費高騰対策について 

令和 4 年第 7 回 

教育委員会定例会 

(令和 4 年 7 月 28 日） 

市庁舎 4 階会議室 《議決案件》 

 ・珠洲市学校給食費高騰対策給付金事業実施 

要綱の制定について 

 ・珠洲市高等学校生徒に対する通学費補助金交 

付要綱の一部を改正する要綱 

《報告案件》 

 ・令和 4 年度 6 月補正予算について 

 ・令和 3 年度 3 月専決補正予算について 

《その他》 

 ・令和 4 年度市町村教育長･教育委員研究協議会 

   について 

 ・令和 4 年度公民館訪問について 

令和 4 年第 8 回 

教育委員会定例会 

(令和 4 年 8 月 19 日） 

市庁舎 4 階会議室 《報告案件》 

 ・珠洲市教育行政評価委員会委員の委嘱について 

《その他》 

 ・令和 4年度市町村教育委員会研究協議会について 

 ・旅するクラスルームについて 

 ・ナイト･ミュージアムについて 
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期日 場所 付議案件・協議事項等 

令和 4 年第 9 回 

教育委員会定例会 

(令和 4 年 9 月 26 日） 

市庁舎 4 階会議室 《報告案件》 

 ・全国学力･学習状況調査結果報告 

《その他》 

 ・令和 4 年度石川県市町教育委員会連合会「研究 

   大会」について 

 ・学校訪問について(蛸島小学校) 

 ・令和 4 年第 1 回市町村教育長･教育委員研究協 

議会オンライン研究会の報告について 

令和 4 年第 10 回 

教育委員会臨時会 

(令和 4 年 10 月 3 日） 

市庁舎 4 階会議室 《報告案件》 

 ・珠洲市教育長職務代理者の指名について 

《その他》 

 ・令和 4 年度石川県市町教育委員会連合会「研究 

   大会」について 

 ・学校訪問について(大谷小中学校) 

令和 4 年第 11 回 

教育委員会定例会 

(令和 4 年 10 月 31 日） 

市庁舎 4 階会議室 《議決案件》 

 ・珠洲市立学校小規模特認校の取扱いに関する 

   要綱の制定について 

 ・令和 4 年度教育功労者の推薦について 

《報告案件》 

 ・珠洲市いじめ防止等対策委員会委員の委嘱に 

ついて 

・令和 4 年度 9 月補正予算について 

・令和 4 年度 10 月補正予算について 

《その他》 

 ・第 2 回石川県市町教育委員代表者会について 

令和 4 年第 12 回 

教育委員会定例会 

(令和 4 年 11 月 17 日） 

市庁舎 4 階会議室 《議決案件》 

 ・教育に関する事務の管理及び執行の状況の点 

検及び評価の結果報告書の提出について(令和 

3 年度事務事業分） 

・令和 4 年度珠洲市教育支援委員会審議議件に 

ついて 

 ・珠洲市指定文化財の指定に関する諮問について 

《その他》 

 ・令和 4 年度市町村教育長･教育委員研究協議会 

   (第 3 回･第 4 回)について 

 ・公民館訪問について 

 ・劇団四季「こころの劇場」動画配信による観劇 

   について 

 ・「第 75 回珠洲市二十歳(はたち)のつどい」につ 

いて 
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期日 場所 付議案件・協議事項等 

令和 4 年第 13 回 

教育委員会定例会 

(令和 4 年 12 月 22 日） 

市庁舎 4 階会議室 《議決案件》 

 ・珠洲市教育振興基本計画策定委員会委員の委嘱 

について 

・珠洲市指定有形文化財の指定について 

《報告案件》 

 ・令和 4 年度 12 月補正予算(その１)について 

 ・令和 4 年度 12 月補正予算(その 2)について 

《その他》 

 ・第 31 回珠洲市生涯学習推進大会について 

・令和 4 年度小･中学校･義務教育学校卒業式に 

ついて 

令和 5 年第 1 回 

教育委員会定例会 

(令和 5 年 1 月 26 日） 

市庁舎 3 階会議室 《議決案件》 

 ・珠洲市教育委員会における珠洲市個人情報保 

護条例施行規則の廃止について 

《報告案件》 

 ・令和 4 年度珠洲市教育支援委員会審議結果に 

ついて 

 ・令和 5年珠洲市二十歳(はたち)のつどいについて 

 ・第 24 回珠洲市少年文化賞選考委員会の審議結 

果について 

・第 35 回珠洲市スポーツ賞選考委員会の審議結 

果について 

《その他》 

 ・令和 4 年度小･中･義務教育学校卒業式について 

 ・総合教育会議等について 

令和 5 年第 2 回 

教育委員会定例会 

(令和 5 年 2 月 17 日） 

市庁舎 4 階会議室 《議決案件》 

 ・珠洲市奨学基金条例施行規則の一部改正について 

・珠洲市子ども読書活動推進計画策定委員会設 

置要綱の一部改正について 

《報告案件》 

 ・珠洲市放課後子ども教室及び長期休暇期間 

一日児童クラブ登録届状況について 

《その他》 

 ・卒業式告示について 

 ・令和 5 年度珠洲市立小･中学校･義務教育学校 

入学式について 

 ・令和 5 年度珠洲市教育委員会「学校訪問」に

ついて 

 ・行政組織の再編について 
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期日 場所 付議案件・協議事項等 

令和 5 年第 3 回 

教育委員会定例会 

(令和 5 年 3 月 22 日） 

市庁舎 4 階会議室 《議決案件》 

 ・行政組織の再編に伴う関係規則の整理等に 

関する規則について 

・珠洲陶器窯跡保存整備委員会設置要綱の廃止 

について 

・第 3期珠洲市教育振興基本計画の策定について 

・令和 5 年度珠洲市学校教育の方針について 

・令和 5 年度珠洲市生涯学習の目標について 

・珠洲市立公民館長の推薦について 

・珠洲市高等学校生徒に対する通学費補助金 

交付要綱の一部改正について 

・珠洲市民図書館の管理及び運営に関する規則 

の一部改正について 

・珠洲市教育委員会における珠洲市情報通信技 

術を活用した行政の推進に関する条例施行規 

則について 

《報告案件》 

 ・珠洲市歴史民俗文化交流施設設置条例の一部 

改正について 

 ・令和 5 年度当初予算について 

 ・令和 4 年度 3 月補正予算について 

《その他》 

・令和 5 年度珠洲市立小･中学校･義務教育学校 

入学式について 

・令和 5 年度教育長･教育委員名簿の提出について 

・石川県市町教育委員会連合会「定期総会」に 

ついて 

 

 

 

 

４ その他の主な活動 

期日 各種会議・関係行事等 開催場所（参加者等） 

令和 4 年 4 月 ･市内小・中学校入学式 中学校 2、小学校 7、義務教育学校 2 

（教育長、委員 4 名） 

 ･退職校長･教職員感謝状贈呈式 珠洲市民図書館（教育長、委員 4 名） 

 ･第 1 回石川県市町教育委員会連合会

理事会 

金沢市役所（教育長） 

 ･市町教育委員会教育長会議 石川県地場産業センター（教育長） 

 第３２回東海北陸都市教育長協議会

定期総会並びに研究大会（令和４年度 

大垣大会） 

市庁舎：オンライン開催（教育長） 
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期日 各種会議・関係行事等 開催場所（参加者等） 

令和 4 年 5 月 ･石川県市町教育委員会連合会第 1 回

教育委員代表者会 

金沢市教育プラザ富樫（委員 1 名） 

 ･石川県市町教育委員会連合会定期総

会 

金沢市教育プラザ富樫（教育長、委員 2 名） 

 ･全国都市教育長会議 山口県（教育長） 

 ・石川県へき地教育振興会第 1 回 

理事会 

金沢市役所（教育長） 

7 月 ・教育委員会学校訪問 正院小学校（教育長、委員 4 名） 

 ・第 2 回石川県市町教育委員会連合 

会理事会 

金沢市役所（教育長） 

8 月 ･石川県市町教育委員会セミナー 本多の森会議室（教育長、委員 4 名） 

 ・石川県へき地教育振興会第２回 

理事会 

金沢市役所（教育長） 

 ・公立夜間中学校開設検討会による

先進校視察 

香川県三豊市（教育長） 

9 月 ･石川県市町教育委員会連合会第 2 回

教育委員代表者会 

KKR ホテル（委員 1 名） 

 ・教育委員会学校訪問 蛸島小学校（教育長、委員 4 名） 

 ・いしかわ道徳教育推進事業研究発

表会 

宝立小中学校（教育長、委員他） 

10 月 ・第 2 回公立夜間中学校開設検討会 石川県庁（教育長） 

 ・教育委員会学校訪問 大谷小中学校（教育長、委員 3 名） 

 ･奥能登教育事務所管内教育長会議 奥能登行政センター（教育長） 

 ･石川県市町教育委員会連合会研究大

会 in すず 

ラポルトすず（教育長、委員 4 名） 

11 月 ･第 3 回石川県市町教育委員会連合会

理事会 

KKR ホテル（教育長） 

 ・第 3 回公立夜間中学校開設検討会 KKR ホテル（教育長） 

 ・石川県市町教育委員会連合会教育

長研修会理事会 

KKR ホテル（教育長） 

 ・教育行政評価委員会 市庁舎（教育長） 

 ・教育委員会学校訪問 三崎中学校（教育長、委員 4 名） 

 ･奥能登教育事務所管内教育長会議 奥能登行政センター（教育長） 

12 月 ･教育委員会公民館訪問 若山公民館（教育長） 

直公民館（教育長） 

正院公民館（教育長） 

令和 5 年 1 月 ・令和 5 年珠洲市二十歳(はたち)のつ

どい 

ラポルトすず（教育長、委員 4 名） 

 ･教育委員会公民館訪問 飯田公民館（教育長） 

2 月 ・第 4 回公立夜間中学校開設検討会 石川県政記念しいのき迎賓館（教育長） 

3 月 ・市内小･中学校卒業式 中学校 2、小学校 7、義務教育学校 2 

（教育長、委員 4 名） 
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Ⅲ 点検・評価の結果 

１ 珠洲市まちづくり総合指針『まち・ひと・しごと創生総合戦略』における施策体系 
 コンセプト                5つの基本方針                 【施策区分】 

       (1) 健康寿命の延伸と介護予防の充実 
 ・健康で元気に暮らすための健康増進と健康寿命の延伸    だれもが活き活きと暮ら

せるまち 
 
健康寿命の延伸と地域包

括ケアの確立、地域力の強化
を柱に、SDGｓの思想「誰一
人取り残さない」社会を目指
し、幸せを感じられる暮らし
を実現 

  
 指針1    

     (2) 誰もが安心して暮らせる医療･福祉の充実 
 ・安心して暮らすための地域医療の充実 
 ・障害者福祉の充実 
 ・多様な労働環境、安全な消費生活の推進 

 
指針1 

   

    

     

     

     (3) 公民館を拠点とする地域力の強化 
 ・安心して暮らすための地域医療の充実 
 ・障害者福祉の充実 
 ・多様な労働環境、安全な消費生活の推進 

      
      

      
       
      (1) 安心して子どもを産み育てることができる子育て環境の充実 

 ・保育サービスの充実、子育て世代の支援強化 
 ・出生数増加に対する有効策の検討 
 ・子育て支援機能や児童館機能の充実 

      

   

ふるさとの未来を育む 

まち 
 
未来を担う子ども達のた

めの子育て支援と教育の充
実、市外からの児童･生徒の
受け入れ拡大、若者のUター
ン意識の向上 

  

     

     

 
指針2 

   (2) ふるさとの自然や伝統･文化を学び人間力を育む教育 
 ・学校と地域の連携を促進 
 ・高校連携による若者のUターン意識の向上 
 ・市外からの児童・生徒の受け入れ拡大 
 ・図書館の活用、スポーツの振興 

    

     

     

     

     

      (3) 青少年活動および国際交流の推進による健全な育成 
 ・青少年活動の推進 
 ・国際交流の促進 

      
      

       

      (1) 世界農業遺産「里山里海」の保全と活用による地域のブランド 
 化･生物文化多様性、伝統的技術、祭礼等の保全 
 ・生物文化多様性、伝統技術、祭礼等の保全 

      

      
      
      (2) 文化や音楽、芸術を活用した魅力づくり 

・奥能登国際芸術祭の継続開催、交流人口の増加、関係人口の強化、移住 
の促進 

   
人をひきつける魅力ある

まち 
 

GIAHS、SDGｓ、芸術祭、
大学連携による移住･定住の
促進 

  

     

     

 
指針3 

   (3) 大学連携による人材育成事業の推進 
・大学との連携強化による課題解決型人材の育成、起業喚起の促進     

     

     (4) SDGｓの推進による地域課題の解決 
・能登ＳＤＧｓラボの活用による地域循環共生圏形成       

      

      (5) 子育て世帯を中心とする移住･定住の促進 
・相談窓口の強化、多様な働き方支援、居住環境の充実、里山里海体験や 
探究学習の推進 

      
      

      
       
      (1) 持続可能な力強い農林水産業を核とする産業振興 

・農林水産業の振興を核に、GIAHS、SDGｓ、芸術祭、大学連携による 
   産業の活性化 

   

みんなが活躍できる活力

あるまち 
 
農林水産業の振興や芸術

祭による交流人口をSDGsの
取組がつなげることによる
地域経済の活性化 

  

     

     

 
指針4 

   (2) 交流人口の発展による関係人口の拡大 
・芸術祭を柱とする各種ツーリズムの推進 
・交流人口の拡大に向けた総合的な取組の推進 

    

     

     

     (3) 起業･創業や事業継続の支援など地域内の雇用創出 
・起業する事業者の支援、既存企業の事業承継等の支援及び企業誘致に 

   より雇用の場を創出 
      

      
      
       

      (1) 安全な生活を支える防災力の強化 
・消防･救急体制の強化 
・国土強靭化地域計画の推進による地域防災力の向上と防災対策の推進 

      

   

幸せを感じられるまちの

基盤づくり 
 
地域社会を支える基盤づ

くりと防災力の強化 

  

     

 
指針5 

   (2) 市民生活を支える公共施設の整備、維持管理 
・生活拠点環境向上、市民協働型生活交通維持、 
・Society5.0を創生する基盤整備 

    

     

     

      (3) 幸福度指標を活用し、市民が幸せを実感できる自治体運営の推進 
・幸福度指標を活用し、市民が幸せをかんじられるまちづくりを目指す 
・財政をひっ迫する可能性のある施設の見直しや企業版ふるさと納税の 
活用を推進 
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【教育の振興に関する施策の大綱】 

 

珠洲市の教育の基本的な考え方 
 

１ 基本理念 
 

ふるさとの自然や伝統文化を学び人間力を育む 

 

ふるさと珠洲を愛し、思いやりの心をもって地域の未来、そして日本の未来に活躍できる

よう児童生徒の人間力を育むとともに、世界農業遺産に認定された珠洲市の豊かな自然や 

伝統文化、「人」との関わりを大切にし、市民が協働しながら、「安心して暮らせる、活力   

ある珠洲市」を築くことを目指します。 

そのために、心身ともに健全で、生涯にわたり学び続け、郷土を愛し、未来に夢や希望を 

持つ珠洲市民の育成を図ります。 

 

 

２ 珠洲市の教育目標 

未来を担う子どもたち一人ひとりの豊かな感性を育み、生まれ育った地域に誇りと愛着を  

持たせるとともに、社会環境の変化に主体的・創造的に対応できる児童生徒の育成を目指し  

ます。 

また、地域社会が一体となり子どもたちの健全育成に努めます。 

あらゆる世代に生涯学習の機会を提供するべく体制の充実を図るとともに、読書活動や文化

活動、スポーツ活動を推進するなど、珠洲市の「質」の向上に努めます。 

 

 

３ 基本目標 

１ 人間力を育む学校教育の推進 

２ 安全で安心な学校教育環境の実現 

３ 小中一貫教育の推進 

４ 学校・家庭・地域の連携 

５ いつでも、どこでも、共に学ぶことのできる生涯学習の充実 

６ 地域の質を高める文化活動の推進 

７ 伝統文化の継承と振興 

８ スポーツ・レクリエーション活動の推進 
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２ 珠洲市教育振興基本計画における基本目標 
 

 〇珠洲市の教育目標（目標年度：令和４年度） 

未来を担う子どもたち一人ひとりの豊かな感性を育み、珠洲に生まれ育った誇りと愛着を持た

せるとともに、社会構造の変化に主体的・創造的に対応できる子どもたちの育成を目指します。 

また、地域社会が一体となり子どもたちの健全育成に努めます。 

多様な世代に生涯学習機会を提供し生涯学習体制の強化を図り、多様化する文化活動及び  

スポーツ活動に対応していきます。 

 

 〇基本目標（珠洲市まちづくり総合指針との関連含む） 

珠洲市まちづくり総合指針 教育の振興に関する施策の大綱 
珠洲市教育振興基本 
計画の基本目標 

 

ふるさとの未来を育むまち 

（2）ふるさとの自然や伝統・文化

を学び人間力を育む教育 

（3）青少年活動および国際交流の

推進による健全な育成 

 

幸せを感じられるまちの基盤づ

くり 

（1）安全な生活を支える防災力の

強化 

1 人間力を育む学校教育の推進 
1 未来の時代を生き抜く力を  

育む学校教育の実現 

2 安全で安心な学校教育環境の

実現 
2 安全で安心な学校環境の実現 

3 小中一貫教育の推進 3 小中一貫教育の推進 

4 学校・家庭・地域の連携 4 学校・家庭・地域の連携 

8 スポーツ・レクリエーション活動

の推進 

8 スポーツ・レクリエーションの  

振興 

だれもが活き活きと暮らせるまち 

（3）公民館を拠点とする地域力の

強化 

5 いつでも、どこでも、共に学ぶこ

とのできる生涯学習の充実 

5 いつでも、どこでも、共に学ぶ 

ことのできる生涯学習の充実 

6 地域の質を高める文化活動の

推進 

6 地域文化・学習活動を高める

文化活動事業の推進 人をひきつける魅力あるまち 

（1）世界農業遺産「里山里海」の

保全と活用による地域のブラ

ンド化 

（2）文化や音楽、芸術を活用した

魅力づくり 

7 伝統文化の継承と振興 

7 文化資源の継承・活用と伝統 

行事・祭りの振興 
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３ 事務事業の点検・評価の概要                       ※金額は決算額の千円以下切り上げ 

 
 

１．未来の時代を生き抜く力を育む学校教育の実現 
 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

(1) 確かな学力の育成   

・理数教育の充実 

○小石川県エネルギー教育推進事業費県補助金 

 

238千円 

電気の利用プログラミング実

験セットを活用し、自然エネル

ギーの正しい知識や大切さを身

に付けることができた。 

 

・外国語活動及び英語教育の充実 

○小英語活動指導事業 

    外国語指導助手の配置（小学校各校週1回） 

○中外国人英語指導助手招致事業費 

    外国語指導助手の配置（緑丘中週2、他3校週1） 

  ○小○中各種学習事業費 

    小中高連携事業における英語力調査業務 

 

 

 

4,971千円 

 

4,776千円 

 

1,200千円 

外国語指導助手による生きた

英語に触れる機会となり、小中

学生の英語力の向上につながっ

ている。小学生の外国語活動や

中学生の英語の授業の充実につ

ながった。今後は、実際の指導者

である教員との連携をさらに図

っていく必要がある。 

 

・ＩＣＴを活用した授業の推進 

○小教育用コンピューター設置費 

コンピューター管理（消耗品購入、修繕） 

プログラミング教育（Pepper本体借上･PocketWi-Fi） 

○中教育用コンピューター設置費 

コンピューター管理（消耗品購入、修繕） 

 

 

1,309千円 

 

 

2,221千円 

教育用コンピューターとして

全校にタブレットを導入後、 

ＩＣＴ支援員を配置したことに

より、タブレットの利用度が高

まり、視覚的効果を活かした授

業が増えた。 

 

・ＧＩＧＡスクール構想情報環境整備事業費 

○小パソコン設定業務等（ソフトウェア使用料） 

フィルタリング、授業支援、学習支援 

○中パソコン設定業務等（ソフトウェア使用料） 

フィルタリング、授業支援、学習支援 

 

・校務支援システム運営事業 

○小校務支援システム（ソフトウェア使用料） 

○中校務支援システム（ソフトウェア使用料） 

 

 

3,431千円 

 

2,297千円 

 

 

 

4,254千円 

1,902千円 

１人１台端末と高速通信環境

の整備をベースとしてSociety5.0

の時代を生きるための「個別最

適化され、創造性を育む教育」の

環境整備を図った。 

 

 

学籍、出欠、成績、健康状態の

管理や年間指導計画の作成等児

童生徒の基本情報を一元管理

し、教員の業務負担軽減を図っ

た。 
 

・ＩＣＴ支援員配置事業費 ＩＣＴ支援員の配置によっ

て、各小中学校のＩＣＴ教育を

サポートすることができた。 

 

 

   ＩＣＴ支援員の配置 3,353千円 

・児童生徒の読書活動の推進 

○小○中学校図書館司書配置事業費 

     （大谷小中 1回/週 1人、他校3～4校につき1人） 

○小義務教育教材備品費（図書備品分） 

○中義務教育教材備品費（図書備品分） 

 

 

10,771千円 

 

2,475千円 

1,640千円 

学校を巡回する司書を3名配

置し、市内小中学校でのきめ細

かな対応を行うほか、図書館と連

携しながら、各校に現在必要と

される計画的な配本や購入がで

きた。 
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事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

・学力調査の推進による組織的な指導力の向上 

○小○中学力調査の実施 

  ○小各種学習事業費（小学校） 

    総合学力調査業務（小3、小5） 

  ○中各種学習事業費（中学校） 

    総合学力調査業務（中1、中2） 

 

 

 

148千円 

 

308千円 

学力調査の結果を活かして学

力向上に繋げた。 

 

 

 

 

 ・学校研究の推進による組織的な指導力の向上 

○小教育課程推進事業費補助金（小学校）         

     （上戸、飯田、直、若山、正院、蛸島、みさき） 

○中教育課程推進事業費補助金（中学校） 

     （緑丘中、三崎中、宝立小中、大谷小中) 

 

  ・県教育委員会と連携した指導力の向上 

   県教育委員会や県指導主事との連携による指導力の 

向上 

 

 ・ＳＤＧｓの取り組み 

 

 

 

2,300千円 

 

1,300千円 

 

新学習指導要領で求められて

いる「資質・能力の育成」を意識

した教科横断的視点に立ったカ

リキュラムを作成し実践でき

た。 

 
 

県教育委員会との連携により

各種研修や指導主事の指導によ

る指導力の向上を図ることがで

きた。 

 
教員向けワークショップを開

催し、次年度の学習計画及び授

業実践や、3年生から6年生対象

の合同学習会を通してSDGｓの

充実を図った。 

 

(2) 豊かな心の育成   

 ・道徳の授業の充実と家庭や地域への公開 

○中インターンシップ事業費（中学2年対象3日間）  

    受入事業所数   35件 

 

89千円 

家庭や地域の教育力を活用し

相互の連携を図ることができ

た。 

 

・「いじめを許さない学校づくり」と不登校のない学校づくりの推進  

学校全体で、いじめ解消に向

けて取り組むことができた。 
  ○小いじめを見逃さない学校づくり推進事業費補助金 

（教育課程推進事業費補助金に含む） 

  ○小各種学習事業費（小学校） 

    Ｑ－Ｕ調査事業 

  ○中いじめを見逃さない学校づくり推進事業費補助金 

（教育課程推進事業費補助金に含む） 

  ○中各種学習事業費（中学校） 

    Ｑ－Ｕ調査事業 

 

 

 

145千円 

 

 

 

154千円 

 

・スクールカウンセラーの配置 

（小学校、中学校、義務教育学校に1人配置 県予算） 

・令和４年度いじめに関する調査報告（小学校9件、中学校7件） 

その後の取組状況も報告 

 

学校の組織的な取組により、

いじめを早期発見し、早期解決

を図ることができた。 

 
いじめ等を許さない環境づく

りや相談体制を整備することが

できた。 

 

 不登校の未然防止･早期解消

に向けて学校全体で組織的に取

り組むことができた。年度末に

不登校を解消する事案もあっ

た。 

 

 ・令和4年度不登校調査の結果（別室登校含む。完全不登校は1） 

区 分 令和3年度 令和4年度 

小学校 0 2 

中学校 9 12 
 



－14－ 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

・教育を通した自然体験学習や人とふれあう体験による豊かな心 

の育成 

○小施設めぐり(3･4･5年)・史跡めぐり事業(6年) 

  ○小ふるさと再発見、里山里海教育推進事業費補助金 

（教育課程推進事業費補助金に含む） 

  ○中ふるさと再発見、里山里海教育推進事業費補助金 

 （教育課程推進事業費補助金に含む） 

                    

 

 

226千円 

 

 

世界農業遺産に認定された 

ことを受け、各校で補助金等を

利用しながら、積極的に「ふるさ

と学習」に取り組むことができ

た。また、施設めぐりや史跡めぐ

りでふるさとの歴史を学んだ。 

 

(3) 健やかな体の育成   

○小合同器械運動学習会(小4)（飯田小学校体育館） 

 ○小児童水泳活動事業費 

 ○中市中学校体育振興事業費補助金 

  ○中部活動安全推進委員会事業費補助金（中学校全校） 

 

227千円 

383千円 

4,751千円 

子どもの体育活動の支援をす

ることで、健やかな体をつくる

とともに、市内全小学校におけ

る合同学習会の分散開催によ

り、競技力及び運動能力の向上

が図られた。 

(4) 特別支援教育の推進   

 ・関係機関をつなぐ連携会議の開催 

能登特別支援教育連絡協議会負担金 

石川県特別支援教育研究会負担金 

石川県特別支援学級通級指導教室設置学校長協会負担金 

 

・実態に応じた特別支援教育支援員の適切な配置 

○小特別支援教育支援員の配置(6人) 

  ○中特別支援教育支援員の配置(6人) 

 

4千円 

20千円 

11千円 

 

 

8,630千円 

6,341千円 

各種会議への参加・情報交換・

研修による連携が図られた。 

 

 

 
普通学級に在籍する障害の 

ある児童・生徒に対し、特別支援

教育支援員12人を配置し、適切

な教育活動が行われた。 

 

 

２．安全で安心な学校環境の実現 
 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

(1) 学校施設整備   

○小学校施設修繕費 8,848千円 限られた予算内で、緊急度を 

踏まえ、小中学校の修繕及び  

工事を計画的に進め、施設管理

が適正に行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位（円） 

主な修繕内容 金 額 

修繕費 48件 

 上戸小学校  6件（理科室窓ガラス入替修繕ほか） 

 飯田小学校  10件（汚水管詰り修繕ほか） 

 直 小学校   4件（音楽室暖房機取替修繕ほか） 

 若山小学校   6件（高圧気中開閉器取替修繕ほか） 

 正院小学校  6件（保健室空調機修繕ほか） 

 蛸島小学校  9件（屋内運動場横断幕修繕ほか） 

 みさき小学校 5件（受水槽及び高架水槽修繕ほか） 

 全小学校   2件（消火栓ホース取替修繕ほか） 

 

308,550 

422,840 

720,830 

939,400 

447,249 

889,240 

1,619,530 

420,200 

 

工事費  2件 

 飯田小学校 2件（図書室カーペット張替工事） 

         （プール機械室屋根改修工事） 

 

 

819,500 

2,260,500 
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事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

○中学校施設修繕費 8,380千円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位（円） 

主な修繕内容 金 額 

修繕費 34件 

 緑丘中学校  12件（高圧電気ケーブル取替修繕ほか） 

 三崎中学校 13件（プロパン庫扉修繕ほか） 

宝立小中学校 6件（高架水槽修繕ほか） 

大谷小中学校 1件（職員室玄関扉鍵修繕ほか） 

全中学校   1件（消火栓ホース取替修繕ほか） 

 

 

 

1,649,780 

1,451,560 

1,392,600 

43,560 

822,470 

工事費 3件 

 三崎中学校  2件（暖房用ボイラー交換器取替工事） 

（黒板取替工事） 

宝立小中学校 1件（テニスコートネット取替工事） 

 

1,073,600 

1,090,000 

855,800 

 
 

○小【繰越明許】三崎中学校特別支援学級空冷パッケージ 

エアコン設置工事 1,275千円 

 

   

○小○中令和4年6月地震による学校施設災害復旧費 7,854千円  

単位（円） 

主な修繕内容 金 額 

修繕費 8件 

 飯田小学校（敷地内舗装修繕、舗装復旧修繕、暖房用 

温水配管修繕） 

正院小学校（漏水修繕） 

緑丘中学校（排水ポンプ制御盤修繕、漏水修繕、排水 

ポンプ制御盤修繕、相撲場観客席修繕) 

 

2,796,200 

委託料 1件 

 緑丘中学校災害復旧に係る実施設計業務 

 

473,000 

 

工事費  2件 

 飯田小学校 1件（屋内運動場天井修繕工事） 

 緑丘中学校 1件（災害復旧工事） 

 

4,584,300 

 

 

  

(2) より良い教育環境施設の整備   

・児童生徒数の推移（令和5年5月1日現在） 

区 分 令和3年度 令和4年度 

小学校の児童数 390 373 

中学校の生徒数 214 215 
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事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

・学校施設職員の配置（校務員 小学校7人、中学校5人） 

・学校施設設備及び備品の維持管理 

 

・学校配当予算（学校長裁量による学校運営経費の執行（図書費除く。） 

小学校・義務教育学校（前）（9校） 7,216千円 

中学校・義務教育学校（後）（4校） 4,295千円 
 

 

 

 

 

 
限られた予算内で、適正に執

行された。 

 

 

 

○小通学費補助金（3㎞以上） 

     8人（宝立小中前期） 

○中通学費補助金（6㎞以上） 0人 

○高高等学校通学費助成事業 生徒5人 

         （飯田高校1人、能登高校4人） 

267千円 

 

0千円 

 

372千円 

 

 

 

 

 

 

 

・奨学金制度の継続及び教育奨励基金の活用 

○高奨学金交付事業（1年生：3人、2年生：1人） 

 

231千円 

適正に交付・管理が行われた。 

【基金残高】                                      （単位：千円） 
区 分 令和3年度末 令和4年度末 

奨 学 基 金 6,492 6,262 

教育奨励基金 19,565 19,566 

 

 

 

・子どもの健全な身体の成長を育む安全で安心な給食の提供 

   調理員の配置（小学校4人、中学校8人、義務教育学校6人） 

管理栄養士と学校調理師との

連携により、適正な栄養管理や

地産地消、食事作法など食育に

関する取り組みが進められた。 

 

 

 

 
給食材料仕入額が保護者負担

額を上回った場合、食材調達費

を補助することで、保護者の負

担増を抑えることができた。 

 

   地産地消への取り組み 

   給食や活動を通じた食育の推進 

   管理栄養士による統一献立の検討 

   共同調理方式による給食 

   石川県学校給食会負担金 

 

   ○新学校給食費高騰対策給付金事業 

（飯田、緑丘、宝立共同調理場） 

 

 

給食一般経費 

6,363千円 

 

 

36千円 

 

410千円 

・厨房施設等修繕費 3,144千円  

単位（円） 

主な修繕内容 金 額 

修繕費 19件 

 上戸小学校   2件（ランチルーム網戸修繕ほか） 

 飯田共同調理場 8件（回転釜修繕ほか） 

 正院小学校   2件（給食用小荷物昇降機修繕ほか） 

 緑丘共同調理場 6件（食器洗浄機修繕ほか） 

 三崎共同調理場 1件（厨房ｶﾞｽﾌﾗｲﾔｰ取替修繕ほか） 

 

306,900 

414,150 

102,300 

273,900 

682,000 

工事費  1件 

宝立共同調理場 1件（ガスフライヤー取替工事）  

 

1,364,000 
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事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

・学校保健・学校安全の充実 法令の趣旨に沿って適正に実

施された。    児童生徒等健康診断費 4,064千円 

     学校保健安全法第13条の規定による児童生徒健康診断等の実施 

     その他、検便、ぎょう虫、尿検査、腸内細菌検査など 

   夜間警備保障委託費（小学校） 

   夜間警備保障委託費（中学校） 

1,051千円 

601千円 
 

      

   日本スポーツ振興センター負担金 549千円 学校活動に関連した傷病に 

対し、適正に運営された。 

 
     掛金負担 1人あたり935円（保護者負担460円、市負担475円） 

     小中学生 588人（準要保護児童生徒36人分は全額市負担） 

   日本スポーツ振興センター災害共済給付金 673千円 

     給付実績 医療費給付 92件（小40件、中52件） 

  

   防災教育への取組（各小中学校）  学校単位で地域住民と共に、 

避難訓練や防災教育が行われ

た。 

 

 

 

３．小中一貫教育の推進 
 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

・「４－３－２制」の導入 

 ・「きらり英語科」の実践 

 ・「ふるさと珠洲科」の実践 

 ・異学年交流活動 

 ・前･後期課程教員の相互乗り入れ授業（宝立小中学校、大谷小中学校） 

平成28年度から義務教育学校

が制度化され、本市では2校設

置。リーダー力の育成、英語力の

向上、ふるさと愛の醸成、コミュ

ニケーション力の育成、学力の

向上・生徒指導の充実を図りな

がら小中一貫教育を推進した。 

小中一貫教育導入後、一定期

間が経過したことから、今後、そ

の成果や課題を評価してまいり

たい。 

 

 

 

４．学校・家庭・地域の連携 
 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

・珠洲市ＰＴＡ連合会補助金 140千円 市ＰＴＡや学校との連携によ

り、家庭地域教育の充実が図ら

れた。 

 

・家庭教育支援事業                  

学校：非行被害防止、ネット被害防止 11回派遣  

 

・青少年健全育成活動費  

まちの先生派遣 29回(ふるさと学習、体験、歴史、スポーツ等) 

お年寄の似顔絵コンクール 小・中学生 393点 

 

 

4千円 

 

158千円 

81千円 

 

 

 

 

まちの先生派遣事業やお年

寄り似顔絵コンクールを通し

て、学校と地域と家庭のつなが

りを深めることができた。 
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事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

・放課後子ども教室の開設 27,152千円  
学校と家庭と地域が連携し、

放課後における子どもたちの

安全安心な居場所を提供して

いる。地域の方を招いた体験プ

ログラムの充実を図り、地域で

子どもたちを育てる環境づく

りに努めた。 

 

   実施学校：宝立・上戸・飯田・若山・直・蛸島・みさき・大谷の8か所 

  登録児童：232人 

 

 

５．いつでも、どこでも、共に学ぶことのできる生涯学習の充実 
 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

(1) 生涯学習事業の推進   
主体的に学ぶ、市民育成の 

ための出前講座も定着し、行政

ニーズを知る契機となってい

ることから、今後も市民ニーズ

に応えた出前講座メニューの

提供に努める。 

・出前講座推進事業費「珠洲ふれあい講座」 33千円 

【年間延べ利用者数】 
区 分 令和3年度 令和4年度 

利用講座数 43 件 84件 

受講者数 984 名 1,589名 

令和4年度 53メニュー 
開講順位 1 救急車が来るまでに！  …33件  

              2 普通救命講習Ⅰ     … 7件 

              3 軽スポーツ・軽体操教室 … 7件  

 
 

・生涯学習センター施設管理費 1,209千円 多くの団体が利用しており、

市内の生涯学習活動の振興に

つながっている。 
    市内文化団体等の生涯学習活動の場として旧図書館を利活用 

    令和4年度 利用回数269件 利用者数2,645人(+868人) 

 

・生涯学習推進大会事業費 813千円 
新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、規模を縮小して

開催。生涯学習を自発的にスタ

ートさせる「きっかけ」づくり

や生涯学習の成果を発表する

場を提供した。 

     
区 分 令和3年度 令和4年度 

内  容 
中止 

新型コロナウイルス感染症拡大 

防止のため 

桂塩鯛講演会 

生涯学習成果展示 

参加人数 － 250名 

    

そのほか、各公民館で生涯学習推進委員による自主運営を行っている。 

 
 
 
 

(2) 公民館を核とした市民活動の推進 
 

 

・館長１０人、主事１０人 

・施設維持管理費 

 

 

36,667千円 

9,331千円 
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事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

 ・公民館施設修繕費等 1,345千円  

限られた予算内で、緊急性・

必要性により計画的に公民館

施設の修繕及び工事を進めて

おり、施設管理が適正に行われ

た。 

                            単位（円） 

主な修繕内容 金 額 

修繕費 25件 

 宝立公民館 5件（非常灯、網戸等） 

上戸公民館 3件（調理室・図書室漏水等） 

飯田公民館 2件（誘導灯、外灯） 

若山公民館 3件（調理室漏水、外灯等） 

直 公民館 2件（調理室水栓、表示灯） 

正院公民館 3件（外灯、倉庫引戸等） 

蛸島公民館 3件（湯沸器、ガス栓等） 

三崎公民館 1件（外灯増設） 

大谷公民館 3件（軒天、雨樋等） 

 

 

51,212 

40,942 

66,550 

459,800 

18,150 

56,430 

56,870 

49,500 

127,380 

その他 

 上戸公民館ガス炊飯器 

 日置公民館オーブンレンジ 

 直･蛸島･日置公民館消火器 

 9公民館AEDバッテリー、パッド 

 

38,500 

14,800 

115,100 

248,820 
 

・公民館施設の利用状況 

区 分 令和3年度 令和4年度 

年間延べ利用回数 4,064 件 4,535件 

年間延べ利用者数 41,629 名 50,733名 
 

 

生涯学習活動の拠点として

だけではなく、地域力向上の 

拠点としても利用促進を図る

必要がある。 

 

 
 

・公民館事業費 3,115千円  

公民館館長･主事会議の実施 

  公民館運営計画に基づく行事・事業の実施 

地区 活動 事業内容 

宝立 

公民館活動 教養講座、交通安全教室、グリーンカーテン、 

技芸展、芸能祭 

地域づくり 美化活動、みそ作り体験、そば打ち体験 

地区社会体育 GG大会、リフレッシュ運動教室、シルバーリ

ハビリ体操 

青少年 世代間交流スポーツ大会、宝立こまち踊り子

会、世代間交流事業 

生涯学習 各種教室、囲碁大会、公民館交流麻雀大会 

地域活性化 歩こう会、空海伝説研究会、道路景観美化 

活動 

上戸 

公民館活動 おたっしゃ訪問、文化祭、敬老会、フードド

ライブ 

地域づくり 介護予防教室はつらつ元気塾、珠洲道路花壇

整備、自主防災、エコ活動環境ISO 

地区社会体育 シルバーリハビリ体操 

青少年 百人一首教室、俳句教室、書初め会、オンノ

キバ伝統継承活動、、防災キャンプ 

生涯学習 各種教室、生涯学習体験教室、よってかしみ

てかし作品展 

地域活性化 太鼓・キャラゲ教室 

 

 

  

 

コロナ禍で事業の中止・規模

縮小が続く中、感染症対策を徹

底しながら文化事業、体育事業

及び各種講座等を実施し、学

び・つながりの場を提供するこ

とができた。 

「10地区公民館館合同企画

事業」の実施により、各地区を

横断した生涯学習活動を進め

ることができている。 

各地区で、青壮年世代が活躍

する場の創出が課題。 
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事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

     
地区 活動 事業内容 

飯田 

公民館活動 公民館美化活動 

地域づくり 日本書記を読む、花いっぱい運動 

地区社会体育 いきいき脳トレレッスン 

青少年 各種工作教室、お菓子作り教室、みそ作り体

験、防災サバイバルクイズ 

生涯学習 手工芸教室、小学生と高齢者の交流事業 

地域活性化 健康食づくり教室、いきいきサロン 

若山 

公民館活動 生涯学習展示会、グリーンカーテン、児童作

品展、山野草展 

地域づくり そば打ち体験、敬老祝い訪問、大浜大豆の 

みそ作り、かぶら寿司講習会 

地区社会体育 GG大会、ペタンク大会、健康祭 

青少年 いっぷく館と児童交流会、親子ペタンク  

大会、見守り隊活動、大正琴演奏会 

生涯学習 各種教室、菊づくり教室 

地域活性化 若山庭まつり 

直 

公民館活動 敬老会、文化祭 

地域づくり 公民館美化活動、高齢者防犯教室 

地区社会体育 GG大会、社会体育大会、ペタンク大会、ソフ

トバレーボール大会 

青少年 大浜大豆で豆腐作り、世代間交流事業、海か

ら見える珠洲、凧揚げまつり、子ども笛太鼓

教室、防火防災教室 

生涯学習 各種教室、男性健康料理教室、公民館交流麻

雀大会 

地域活性化 ふるさとの魅力発見 

正院 

公民館活動 公民館美化活動、技芸展 

地域づくり 殿山避難路除草、花いっぱい運動 

地区社会体育 町民体育大会、GG大会 

青少年 話し方大会、町民ラジオ体操・交通安全標語

表彰、工作教室、世代間交流事業、子ども大

会、暁歩こう会 

生涯学習 各種教室、味噌作り体験、そば打ち体験、 

ペタンク大会 

地域活性化 100点運動事業 

蛸島 

公民館活動 シルバーリハビリ体操、ふれあい能登校講座 

地域づくり 花いっぱい運動、グリーンカーテン、防災用品

展示会、笑いヨガ教室 

地区社会体育 ペタンク大会、GG大会 

青少年 山王太鼓・祭り笛伝承教室、珠洲焼卒業記念

品作り、防犯農園、記念植樹 

生涯学習 各種教室、介護予防教室、みそ作り体験、 

そば打ち体験 

地域活性化 生涯学習作品展、祭り写真展 

三崎 

公民館活動 文化祭、茶道を楽しむつどい 

地域づくり 花いっぱい運動 

地区社会体育 GG大会、ペタンク大会 

青少年 少年柔道教室、子ども会GG大会、親子珠洲焼

づくり体験、着付け教室、ビーズ教室、生け

花体験、書初め練習教室 

生涯学習 ふれあい能登校講座、そば打ち体験、珈琲焙

煎体験、各種教室 

地域活性化 郷土民話さんにょもん語り伝承教室・紙芝

居、横笛教室 
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事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

  
地区 活動 事業内容 

日置 

公民館活動 ほっと生涯学習作品展、美化活動 

地域づくり 文化講演会、地域清掃活動 

地区社会体育 GG大会、ニュースポーツ大会 

青少年 親子凧作り教室、消防クラブ研修会、親子牧

場見学 

生涯学習 百歳体操、各種教室 

地域活性化 凧揚げまつり 

大谷 

公民館活動 高齢者交通安全教室、文化祭、グリーンカー

テン 

地域づくり 美化活動、花いっぱい運動 

地区社会体育 GG大会、ペタンク大会、太極舞教室 

青少年 伝承クラブ、農業体験、百人一首かるた大

会、遊びのチャンピオン大会、子ども陶芸 

教室 

生涯学習 各種教室、人権啓発、介護予防講座 

地域活性化 大谷川鯉のぼり川渡し 

 

 

10地区

公民館

合同企

画事業 

わがまち･となりまち再発見 ～里山里海まち巡り散策～ 

宝 立 ○宝立まちなか歴史探訪 

  宝立のまちなかを歩きながら神社･仏閣を巡る 

上 戸 ○上戸の伝説地を巡る 

  不思議なお話や教訓めいたお話などオモシロ伝

説地を巡る 

飯 田 ○飯田水辺の散策コース 

  ラポルトすずを起点に、車では通ることのない

海沿い･川沿いを歩く 

若 山 ○若山町自然満喫ウォーキング 

  天然記念物の大杉や、のどかな田園風景などの

自然を堪能する  

直 ○直地区歴史･文化を馳せるウォーキング 

  野々江本江寺遺跡出土跡など直地区の歴史を巡る 

正 院 ○正院川尻城伝承探訪 

  川尻城(黒滝城)にまつわる伝承の寺社を探訪 

蛸 島 ○りふれっしゅ村鉢ヶ崎周辺ウォーキング 

  スポーツ、文化、体験エリアの鉢ヶ崎周辺を散策 

三 崎 ○三崎 引砂さんにょもんの散歩道 

  能登珠洲の民話「引砂のさんにょもん」の名所

を巡る 

日 置 ○日本海展望ウォーキング 

  木ノ浦から見える絶景と日本海の風を感じるウ

ォーキングコース 

大 谷 ○椿の里ウォーキング 

  馬緤町が誇る里山里海の風景と伝説の舞台を巡る 

 

令和4年度実施回数 80回、延べ参加人数 718名 
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事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

・石川県公民館連合会負担金 111千円  

・社会教育委員の設置 

社会教育法に基づく委員の設置 

  委員７人、年間活動回数6回 

 （会議4回、県研究協議会１回、調査研究１回） 

 

120千円 

 

社会教育への適切な提言な

どがなされているほか、各種 

研修会へも参加し、自主研鑽に

努めた。SDGｓ関連のチラシを

作成し、学校及び地域の学習教

材として配布した。 

 

・金沢大学社会教育研究協議会負担金 

・石川県社会教育委員連絡協議会負担金 

・奥能登社会教育振興会負担金 

15千円 

22千円 

0千円 

 

 

・珠洲市二十歳（はたち）のつどいの開催 

  該当者数  98人(男46人、女52人) 

  参加者数  84人(男38人、女46人) 

  参加率   85.7％ 

成人者自らの司会進行 

 

521千円 新成人により企画立案する

参加型で実施。成人年齢の引き

下げに伴い、令和４年度から名

称を「珠洲市二十歳（はたち）

のつどい」に変更して開催。コ

ロナ禍の中、感染症対策を徹底

し実施することができた。 

(3) 青少年の健全育成と心の教育の推進 

・青少年育成センターを核とした祭礼巡視活動 

・青少年健全育成活動 

百人一首大会の実施、珠洲市子ども大会 

 

 

 

110千円 

 

青少年育成センターを核と

して、巡視活動や子どもの健全

育成が図られた。青少年を対象

とした各種イベントについて

は、感染症対策を徹底したうえ

で実施し、子どもの健全育成に

取り組んだ。 

 
 

 

 

地域に応じた社会教育活動

を進めるため、引き続き支援が

必要である。 

 

 

 

・鉢ヶ崎野営地管理委託 

・各種関係団体との連携 

 石川県子ども会連合会負担金 

 石川県少年補導センター連絡協議会負担金 

 

・青少年団体の育成 

 珠洲市青年団協議会活動費補助金 

 ボーイスカウト活動費補助金   

 

935千円 

 

15千円 

7千円 

 

 

230千円 

300千円 

(4) 社会教育団体の運営支援 

・婦人団体協議会活動費補助金 

 各種女性団体連絡協議会との連携 

 

 

250千円 
女性の地位向上、生涯学習の

推進のために引き続き支援が

必要である。 
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６．地域文化・学習活動を高める文化活動事業の推進 
 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

(1) 市民の文化活動の充実と支援 

・珠洲市文化協会活動への支援（34団体） 

  第51回珠洲市文化祭の開催 

（11/2～3 ラポルトすず、商工会議所） 

・少年文化賞表彰（個人9名） 

・珠洲市多目的ホールと連携した文化活動の実施 

令和3年度 令和4年度 

【12/15】スクールシアター： 

小学生演劇「アトムの時間

はアンデルセン」 

参加者452人 

【5/25】スクールシアター： 

小学生演劇「なんちゃってヒ

ーロー」 

参加者446人 

【10/8】 

狂言鑑賞教室：中学生 

    参加者255人 

  

【10/21】 

古典芸能鑑賞教室：中学生 

 参加者257人 

  

【11/30、12/1】 

こころの劇場：中学生、小

学5～6年生 

劇団四季「はじまりの樹の

神話～こそあどの森の物語

～」     参加者360人 

 

【12/9】 

こころの劇場：小学5～6年生 

劇団四季「人間になりたがっ

た猫」      参加者156人 

 

 

 

300千円 

 

34千円 

1,289千円 

 

 
地域と連携した伝統芸能の

継承を推進し、市民文化の裾野

の拡大のため、引き続き支援が

必要である。 

 

 

珠洲市多目的ホールと連携

して多様な文化活動が行われ

た。子供たちには、本物の舞台

芸術に触れるいい機会となっ

ている。 

 

 

・歴史民俗文化交流施設管理費（スズ･シアター･ミュージアム） 32,356千円 
 

【年間利用者数】 
令和3年度 令和4年度 

26 名 1,855名 

          ※令和3年度は令和4年1月～３月分 

施設の維持管理が適正に行

われた。 

 

 

 

 

(2) 市民図書館の適正な管理運営 
 

・珠洲市民図書館施設等管理基金の運用 

令和4年5月末 積立金残高 

   図書館来館者 ４５,１７０人 

   図書貸出点数 ５３,６５６点 

【一人当たりの貸出点数（視聴覚教材含む）】 
 令和3年度 令和4年度 

貸出点数 1.20 点 1.19点 
 

183,887,200円 

 

コロナ禍により来館者数は

減少したが、ひとり当たりの貸

出点数は、昨年と同水準。未利

用層の取り込みを図るため、幅

広い分野の蔵書の収集、市民へ

の周知に努めるとともに、引き

続き幼児・子ども・成人までの

一貫した取り組みを進め、読書

活動の充実を図る必要がある。 

 

 

・適切な選定と管理による資料の充実 

図書購入費 

DVD購入費 

資料の状況   １１９,０３７点 

   資料貸出状況   ５５,２６８点（個人） 

     うち 視聴覚教材の状況  ２,０５０点 

       （DVD、ビデオほか） 

        視聴覚教材貸出状況 １,６１２点 

 

6,197千円 

546千円 

幅広い分野の図書や課題解

決に向けた情報が提供できる

ような図書の購入に努めたこ

とが、利用者に多くの関心を持

っていただき、図書館の魅力を

さらに高めることにつながっ

た。 
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事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

・図書館協議会の運営 

    図書館法第１４条の規定による助言及び提言 

    委員数１０名、年間会議開催回数2回 

 

 

47千円 

 

 

図書館の運営に対する適正

な指導・助言がなされた。 

・図書館利用者の利便性の向上 

   ホームページ・広報等を通じた図書館情報の提供 

石川県公共図書館協議会分担金 

    石川県市立図書館研究会分担金 

    石川県視聴覚教育協議会負担金 

 

 

 

 

29千円 

5千円 

16千円 

図書館情報が容易に取得で

きるよう電子掲示板、図書館だ

より、ホームページなどで定期

的な情報発信に努めた。 

 ・図書館相互協力連携による蔵書の貸出 

     石川県公共図書館協議会相互貸借資料搬送負担金 

 

 

 

 

14千円 

 

(3) 図書館サービスの充実  

・学校司書との連携による小・中・義務教育学校への図書の貸出 

・登録ボランティアとの協働による読書推進 

イベント・講座の充実 

絵本とかみしばいの読み聞かせ（月1回・ボランティアと図

書館職員） 

ボランティアによるおはなし会、朗読会、英語の絵本の

読み聞かせ会（月1回ずつ・3団体）、上映会（月1回） 

 

 

20千円 

 

 

 

 

ボランティアによるイベン

ト・企画や、利用者の「知りた

い」「学びたい」にこたえる講

座等の開催や視聴覚教材を利

用した上映会の開催によって、

幅広い年齢層の来館につなが

っている。 

 

・読書意欲の醸成 

   読書手帳「よむよむ」（市民限定）を活用した読書 

意欲醸成と読書履歴の記録 

 

・ブックスタート事業の実施 

 生後３～４カ月の乳児及びその保護者（計37組） ６回 

 

 

 

 

 

 

20千円 

 

 

 

 

 

幼少期から本に親しむ事業

については、継続的に小学校 

入学までの読書習慣形成を 

サポートできるよう取り組ん

でいく。読書の魅力に加え、 

教育的な効果を保護者に伝え

ていくことが重要である。 
 

 

・図書館体験会の実施 

 市内の児童生徒及び教職員 5回（計 児童生徒36人、教職員11人） 

 図書等の貸出や管理方法、施

設の使い方の理解を深めるこ

とで、図書館への興味や魅力を

高めることに努めた。 
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７．文化資源の継承・活用と伝統行事・祭りの振興 
 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

(1) 文化資源の保護意識の高揚 

・珠洲ふれあい講座のメニューに「珠洲市の文化財巡り」 

・文化財保護審議会の開催（3回） 

 ・文化財管理の立会 

 ・史跡等管理費 

指定件数 113件（国10、県15、市88） 

         （その他の歴史文化遺産５） 

 

 

 

93千円 

 

珠洲市の文化財巡りのメニュ

ー設定により、市民に対し、学

習機会の提供ができた。 

 

 
新たに市指定文化財２件を

指定し、文化財の保護に努め

た。 

・古文書調査等事業費 

  古文書調査   年22回（八木家） 

  古文書公開講座 年3回 

2,782千円 

 

 

八木家文書の調査を進める

ことができた。 

 

・珠洲焼資料館入館者数 

単位（人） 

年度 有料 優待割引 無料 定観 計 

令和2年度 698 36 309 － 1,043 

令和3年度 444 31 7,672 － 8,147 

令和4年度 866 35 325 － 1,226 
 

 
新型コロナウイルス感染症

も落ち着き、入館者数も回復傾

向にあるが、引き続き入館者数

の増加に向けた方策の検討が

必要である。 

 

 

(2) 文化資源保護活動の推進 

・史跡等管理費 

清掃委託 

（薬師寺、曹源寺、法住寺、のとキリシマ、倒スギ、窯跡、 

平床貝層） 

雪吊り・除雪等委託（のとキリシマ） 

文化財標柱建替修繕等 

 

 

705千円 

 

 

 

 

計画的に文化財の保護管理

が行われた。 

・指定有形文化財管理等補助金 

  重要文化財白山神社本殿管理等補助金 

 重要文化財黒丸家住宅管理等補助金  

 

 

87千円 

255千円 

重要文化財の保護管理が 

適切に行われた。 

・樹木診断、除草作業委託等 

・各種団体との連携 

  石川県史跡整備市町協議会負担金 

  能登文化財保護連絡協議会負担金 

  日本遺産活性化協議会負担金 

  石川県博物館協議会負担金 

  日本博物館協会負担金 

 

210千円 

 

70千円 

18千円 

20千円 

15千円 

20千円 

 

 

各団体と連携し、情報交換等

が行われた。 

 

 

 

・珠洲焼資料館の維持管理 6,533千円 資料館の維持管理が適正に

行われた。 

(3) 祭りの継承・振興と情報発信 

・観光事業との連携による情報発信 

・日本遺産「灯り舞う半島 能登～熱狂のキリコ祭り～活性化協議会」参加 

 

・地域の伝統行事等のための伝承事業（文化庁の補助事業）を紹介 

 

 
観光部局と連携し、日本遺産

となったキリコ祭りの発信が

行われた。 

 

文化庁の補助事業を活用し、

祭事に供するキリコ等の修繕

に協力した。 
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８．スポーツ・レクリエーション活動の充実 
 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

(1) 生涯スポーツ活動、レクリエーション活動の充実 

 

・スポーツ推進委員会費 

 

 

66千円 

 

 
生涯スポーツの推進、普及が

図られた。  スポーツ推進委員の設置、生涯スポーツの振興のための諸活動 

   委員数 15人（行事等の指導、助言、研修会の参加）   

 

・生涯スポーツ振興事業費 1,266千円 市民スポーツの普及・定着の

きっかけづくりとしての効果

があった。 
 スポーツ指導謝礼金（ウエイトリフティング指導） 

 市民を対象としたスポーツフェスティバルの実施 

   ペタンク大会（2/26、参加46チーム 148人）  

   ソフトバレー大会（3/4参加4チーム 19人）  

 

(2) スポーツ団体の育成支援及び競技スポーツの強化 

 

・トライアスロン珠洲大会開催事業補助金 

・珠洲市スポーツ少年団活動事業補助金 

・第23回珠洲マリンカップミニバスケットボール交歓大会 

開催事業補助金 

・第3回わんぱく相撲女子全国大会派遣事業補助金 

・第28回北信越少年相撲選手権大会 

・珠洲市体育協会補助金 

・第25回全日本小学生女子相撲大会派遣事業補助金 

・第13回全日本女子相撲岐阜大会派遣事業費補助金 

 

 

 

 

1,500千円 

230千円 

 

100千円 

78千円 

300千円 

1,920千円 

41千円 

35千円 

 

 
昨年度までのコロナ禍によ

る活動の縮小から、感染に配慮

した大会運営を模索し、コロナ

禍前の活動に戻ることができ

るように工夫し、大会を開催す

ることができた。 

 

 

 ・スポーツ賞 

成績優秀者の顕彰による競技スポーツの振興（スポーツ基本法第20条） 

 

 
引き続き、競技スポーツの振

興のため、顕彰の継続が必要で

ある。 

 

スポーツ賞     個人 5名 団体 

スポーツ奨励賞 個人 6名 団体 2件 

71千円 

 

・スポーツ施設の活用と整備   
適正な維持管理により、市民

の利用が確保されている。コロ

ナ禍の状況ではあるが、グラウ

ンド・ゴルフ場については安定

した利用者数を保っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年間利用者数】 
 

施設名 令和３年度 令和４年度 

健 民 体 育 館 17,839人 17,121人 

武 道 館 1,720人 3,622人 

市 営 野 球 場 3,655人 3,564人 

多 目 的 広 場 2,248人 1,965人 

ウェイトリフティング場 3,517人 2,704人 

鉢ヶ崎テニスコート 2,881人 2,310人 

グラウンド・ゴルフ場 18,141人 19,817人 

計 49,001人 51,103人 
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事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

・体育施設維持管理費 25,366千円 限られた予算内で、適正に 

体育施設の管理が行われた。 単位（円） 

主な修繕内容 金 額 

修繕費 18件 

 多目的広場 1件（給水止水栓ハンドル取替） 

健民体育館 1件（トイレ水栓ケレップ取替） 

鉢ヶ崎テニスコート 3件（テニスネット等） 

グラウンド・ゴルフ場 6件（区画線等） 

市営野球場 1件（フェンス） 

機械器具修繕 6件（トラクター、草刈機等） 

 

 

27,940 

4,400 

108,900 

502,700 

49,500 

102,179 

工事費 1件 

グラウンド・ゴルフ場駐車場舗装修繕工事 

 

2,200,000 

 

委託料 3件 

 体育施設園地芝及び植栽管理業務委託料 

 鉢ヶ崎体育施設夜間管理業務委託料 

 体育施設消防設備点検業務 

 

15,147,000 

486,344 

242,000 

 

備品購入費 2件 

 グラウンド整備器具（ランニングマット） 

 除草剤噴霧器1台 

 

165,000 

255,000 

 
 

・各種負担金 

石川県体育施設協会負担金 

奥能登体育協会負担金 

石川県スポーツ推進委員協議会負担金 

 

 

10千円 

222千円 

50千円 

 

 

 

９．その他 
 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

珠洲市教育振興基本計画に基づいた事業の遂行  

珠洲市総合教育会議の開催 平成27年度から開催。市長と

の連携を図っている。 

 

石川県市町教育委員会連合会負担金 

 

石川県へき地教育振興会負担金 

 

86千円 

 

88千円 

 

各市町との連携が図られた。 

 

 

 

 

 

 


